
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【京都府】 

学校名【 城陽市立古川小学校  】 

１実践テーマ 【Ⅲ・Ⅴ】  

２実施対象者 古川小学校全児童 全１１学級 ２３１名 

＊取組内容によっては、学年を限定して実施 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（体育科・総合的な学習の時間・学級活動等） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目標（ねらい） （１） 一流アスリートとの出会いの中で、スポーツや運動への関

心を高め、「がんばってやってみよう」という「スポーツご

ころ」を育てる。 

（２） オリンピアンの指導を受けることにより、自分自身の記録

に挑戦する態度を育てる。 

（３） パラリンピアンとのふれあいを通して、パラスポーツへの

理解を深める。 

 

 

５取組内容 （１） オリンピアンとの交流 

   ６年生の陸上教室 

＜講師：佐藤光弘さん・アテネ五輪・４×４００ｍリレー＞ 

   ①事前指導：佐藤選手の活躍を収めたＤＶＤの活用 

   ②オリンピアンによる指導 

   ・準備運動、実技指導（短距離走のスタート等） 

（２） パラリンピアンとの交流 

全校児童へのパワーリフティング講演会・実技指導 

＜講師：山本恵理さん・パワーリフティング日本記録保持者＞ 

 ①パラリンピックの説明等 

 ②パワーリフティング実技指導 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 
 

 

 
 

 

６主な成果 

 

・オリンピアン・パラリンピアン等有名な選手と交流することで、

オリンピックやパラリンピックが身近に感じられ、興味・関心が広

がった。 

・オリンピアン・パラリンピアン等有名な選手に指導を受けること

により、技術の向上やスポーツへの自信につながった。 

７実践において工

夫した点 

（事業の特色） 

・オリンピアン・パラリンピアン等有名な選手との出会いを効果的

にするための事前指導を実施した。 

８主な課題等 ・オリンピアン・パラリンピアンの選定や日程調整等の事務的な手

続きが大変である。 

 

 ９来年度以降の実

施予定 

・児童のスポーツへの関心や運動への意欲、障がい者スポーツへの

理解を高める上でとても効果的な取組であり、継続して取り組みを

広げていきたい。 

 


